
課題１　政策・方針決定過程における参画の多様化の促進

施策の方向１　市の政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

501 行政改革推進課 附属機関等への性別
で偏らない委員の登
用

性別に偏らない市政への参画を促進するため、
「八戸市附属機関等の設置及び運営に関する要
綱」第4条第4号により、男女構成比率において
目標値を設定している。

男女構成比率において少ない
方の割合30％以上

A c 合議の際に目標値を下回っているものについて
は、理由を確認し、その達成に向けて指導し
た。
【男女構成比率】21年4月1日現在
男性74.5％，女性25.5％

①

502 行政改革推進課 附属機関等の委員公
募の充実

市民の行政への参画機会の拡充を図るため、平
成15年度からは「八戸市附属機関等の設置及び
運営に関する要綱」第4条第6号において、公募
による選任を原則義務付けている。また、「八
戸市附属機関等公募委員候補者登録制度」を設
け、附属機関等の公募情報を登録者に送付して
いる。

公募委員の構成比率10％以上 A c 合議の際に公募比率が目標値を下回っているも
のについては、理由を確認し、その達成に向け
て指導した。また、「八戸市附属機関等公募委
員候補者登録制度」で事前に候補者を登録する
ことにより公募行う場合の応募数の上昇にも努
めている。
【公募委員の構成比率】21年4月1日現在
5.9％

⑤

503 市民連携推進課 人材育成事業 市の政策・方針決定の場に多方面から参画でき
る人材を、男女区別なく育成する。

受講者数20人 A a 【開催数】5回
【開催期日/参加数】　参加者累計 174人
　平成21年8月5～7日/33人（男7 女26）
　平成21年10月1日/62人（男6 女56）
　平成22年2月9.15日/34人（男8 女26）
　平成22年2月18日/25人（男0 女25）
　平成22年3月4日/20人（男3 女17）
【内容】
働くためのマナー講座（全3回）、子育て支援
講座、人間力UP講座（全2回）、元気な人達の
おいしい話を聞こう！、ﾋｭｰﾏﾝ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講座

①、④、⑤

男女共同参画社会をめざすはちのへプラン2006後期実施計画推進状況（平成21年度分）

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀
より積極的な取
り組みを期待す
る

基本目標Ⅰ　あらゆる分野において男女が共同して参画できる機会の確保

資料３
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施策の方向２　市民・事業者等における取り組みへの支援と協力

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

504 市民連携推進課 協働のまちづくり研
修会

市民に対する協働のまちづくり理念の普及・啓
発のための研修会を開催する。

年2回
・1回目　60人以上
・2回目　60人以上

A c 1回開催
参加者　約210名
21年度は市制施行80周年記念の拡大版として開
催

④、⑤

505 広報統計課 町内活動研修会 町内会長等を対象として、各地域の活性化とよ
り一層充実したコミュニティ活動を支援するた
め、研修会を開催する。併せて、町内会長長年
従事者へ感謝状の贈呈を行う。

年1回
・100人以上

A b 日時　平成22年3月19日
場所　八戸市公会堂文化ホール
参加人数　100人

⑤

施策の方向３　状況の調査及び資料の収集と提供

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

506 市民連携推進課 推進状況の公表 毎年の男女共同参画推進事業の推進状況を調査
し、公表する。

広報・市ホームページ等で公
表（年1回）

A b ・推進状況報告書を作成し、市ホームページへ
掲出
・広報はちのへ平成21年10月号へ概要を掲載

⑤ ☀☀☀
順調に取り組ま
れている

担当課 事業名称
事業
番号

事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

男女参画国際課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀
概ね取り組まれ
ている
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課題２　男女平等のための意識啓発の推進

施策の方向１　市民・事業者等を対象とした広報・啓発活動

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

507 市民連携推進課 講演会等の啓発事業 男女共同参画に関する基調講演等を通して、男
女共同参画について考える機会を市民に提供す
る。

参加者数300人 A a 教育委員会主催の市民大学講座の1講座として開
催。
【開催期日】平成21年9月30日
【開催場所】八戸市公会堂文化ホール
【参加者数】324人（男109　女215）

①、③．④、⑤

508 市民連携推進課 市民企画事業 市民のアイデアを活かし、より主体的に参画し
てもらうように、意識啓発効果が期待される事
業企画を公募し実施する。

参加者数150人 A a 2団体に企画運営を委託して実施した。
参加者累計　286人
【企画名/開催期日/場所/参加者数】
「男女共同参画プチワークショップ」
平成21年6月21日/三日町中心商店街はちのへホ
コテン！/123人
「男女共同参画プチワークショップ作品展示」
平成21年9月27日/ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ/87人
「デートDV防止講演会」
平成21年10月24日/八戸市公会堂/59人（男17 女
42）
「こころのcare講座」
平成21年11月8日/八戸市福祉公民館/17人
                                                   （男2 女15）

①、④、⑤

509 市民連携推進課 広報紙、市ホーム
ページ等を活用した
広報・啓発事業

市広報紙やホームページ等の媒体を活用し、よ
り多くの情報の広報、啓発に努める。

年3回以上の広報・啓発 A a 15回
【内容】
・市ホームページ掲載 14回
　→国・県から提供される情報誌を毎月掲載
　→市情報誌（年2回発行）を掲載
・広報掲載 1回
　→内閣府の男女共同参画週間の啓発

⑤

事業
番号

事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

担当課
市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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施策の方向２　関連法令・制度等の周知活動

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

510 市民連携推進課 各種行事等での条例
の周知

男女共同参画に関するパネルの展示など、男女
共同参画や女性問題について考えてもらう機会
を提供する。

年1回以上周知 A a 12回
各イベントで条例チラシを配布し周知した。
教育関係者等研修会、市民大学講座（男女共同
参画枠）、男女共同参画支援事業等（5回）、
市民企画事業（2回）、21世紀職業財団主催講
座（2回）、八戸市環境・健康フェスタ

⑤

511 市民連携推進課 男女共同参画週間の
周知

男女共同参画週間（6月23日～6月29日・国が制
定した週間）にその意味や実施事業を紹介し、
男女共同参画意識を啓発する。

広報・ポスター等により周知
（年1回）

A b 1回
内閣府から送付されるポスターの掲示及び広報
に掲載した。

⑤

512 市民連携推進課 八戸市男女共同参画
推進月間の周知

八戸市男女共同参画推進月間（毎年10月）に、
重点的に啓発事業を実施し、男女共同参画意識
を啓発する。

事業周知ちらしや市ホーム
ページ等により周知
（年1回）

A b 1回
男女共同参画推進月間に行う事業として、市民
大学講座（男女共同参画枠）、子育て講演会、
市民企画事業等を市ホームページに掲載し周知
した。

⑤

513 広報統計課 人権週間の周知 人権週間（12月4日～12月10日）にその意義等
を紹介し、人権意識を啓発する。

・広報紙による人権週間の
　周知
・特設人権相談所の開設

A b ・人権週間周知【広報紙12月号に掲載】
・特設人権相談所
【実施】　平成21年12月9日
【場所】　市庁・南郷区役所
【相談者数】　　7名

⑤

514 農政課（農業委
員会）

農山漁村女性の日の
周知

農山漁村女性の社会活動への参加を促し、能力
発揮を促進することを目的として設定された
「農山漁村女性の日」を関係機関・団体等に周
知を図るとともに、各種大会などへの参加を促
す。

各種大会・研修会の案内数
8回

A b 農山漁村女性の日等の大会・研修会の案内8回 ⑥
積極的格差改善措
置

施策の方向３　男女共同参画に関する情報の収集・提供

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

515 市民連携推進課 情報の収集・男女共
同参画情報コーナー
での情報提供事業

関係機関並びに他都市から届く情報誌等から情
報を収集し、男女共同参画推進担当部署による
情報コーナーを設置し、関連図書やビデオ、情
報誌などを閲覧・貸し出しに供する。

図書数125 A a 図書数　135冊（ビデオ・DVD含む）
男女共同参画情報コーナーの図書、ビデオ等を
無料で閲覧、貸し出しした。

⑤ ☀☀☀
順調に取り組ま
れている

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業の内容 指標(21年度の目標値等）
事業
番号

担当課 事業名称
市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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課題３　さまざまな分野へチャレンジする意欲の促進への支援

施策の方向１　身近なチャレンジ事例の情報収集・提供

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

516 市民連携推進課 チャレンジ事例掲載
誌等の閲覧

内閣府等から送られてくる冊子等を情報コー
ナーや市ホームページ等により閲覧に供する。

情報コーナーへの設置 A a 男女共同参画情報コーナー、市庁本館1階の市
政情報コーナーへ設置
インターネット環境のない市民へも活用しても
らえるように努めた。

⑤ ☀☀☀
順調に取り組ま
れている

施策の方向２　チャレンジ支援施策の周知・広報

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

517 市民連携推進課 チャレンジ支援を目
的としたセミナー等
の開催

出産・育児や介護のため退職した人の再就職を
支援するため、財団法人21世紀職業財団と共催
でセミナー等を開催し、その周知に努める。

参加者数10名 A a 財団法人21世紀職業財団との共催で再就職準備
セミナーを開催
【開催期日/参加者数】
平成21年9月8日/30人

④、
⑥積極的格差改善
措置

518 市民連携推進課 国等、各種機関の
チャレンジ支援策の
周知

国等、各種機関が実施するチャレンジ支援策の
周知並びに情報提供に努める。

年1回以上周知 A a 2回
財団法人21世紀職業財団との共催セミナー（平
成21年9月8日 再就職準備ｾﾐﾅｰ、平成21年10月6
日 仕事と家庭の両立支援普及促進ｾﾐﾅｰ）での
情報提供及び周知、情報コーナーへの設置、ポ
スター掲示した。

⑤

担当課 事業名称
事業
番号

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容

事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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課題４　男女平等の視点に立った社会制度・慣行の見直しに関する情報収集・検討

施策の方向１　各種施策が及ぼす影響についての調査・検討

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

519 市民連携推進課 八戸市男女共同参画
推進庁内委員による
調査・研究

庁内委員が独自にテーマを決め、調査し、結果
を市長に報告して今後の施策の参考にする。

全庁横断的な自主研究の実施 A b 第5期委員13人（平成20年6月18日～平成22年6
月17日の2年間の任期）
・男女共同参画に関する職員アンケートを実施
・「休暇制度」及び「ワーク･ライフ･バラン
ス」の調査・研究を行う
・2年間の活動報告書を作成

①、②、⑤

520 総務情報管理室 行政文書の見直し及
び修正指導

行政文書等を男女平等の視点から見直し、性差
別表現について修正するため、公印の押印の際
に提示する各課の決裁文書における性差別表現
を点検する。

修正回数の削減 A b 点検に努めた結果、性差別表現は認められな
かった。

⑤

521 広報統計課 広報紙の記事等の
チェック

「広報はちのへ」を編集・発行するうえで、性
差別的な表現にならないよう常にチェックす
る。また、表現等に問題がある原稿について
は、担当課に対して指導を行う。

―

A b 広報掲載依頼原稿の表現をチェックし、不適切
な部分は修正した。
修正部分について担当課に再確認し、理解を得
た。

⑤

施策の方向２　意識・実態調査の実施

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

522 市民連携推進課 男女共同参画にかか
わる状況の調査

市民や企業、各種団体、その他行政機関などを
対象に、男女共同参画に影響するさまざまな事
柄についてアンケート等により調査する。

年1回以上の調査 A a 各イベント時において男女共同参画を踏まえた
アンケート調査を実施した（9回）
【イベント名】
・学校教育関係者等研修会（平成21年7月27
日）
・市民大学講座（男女共同参画枠）（平成21年
9月30日）
・男女共同参画支援事業（平成21年8月5～7
日、平成21年10月1日、平成22年2月9,15日、平
成22年2月18日、平成22年3月4日）
・市民企画事業（平成21年10月24日、平成21年
11月8日）

①、⑤ ☀☀☀
順調に取り組ま
れている

指標(21年度の目標値等）担当課 事業名称

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業の内容
事業
番号

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価
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施策の方向３　広報・啓発活動の充実・強化

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

523 市民連携推進課 情報誌やパンフレッ
ト等による広報・啓
発

広く市民に理解してもらうために、男女共同参
画に関する情報誌や、周知啓発用パンフレット
等を発行し、意識の醸成を図る。

年2回・各8,000部発行 A b 【発行時期】平成21年9月、平成22年3月
【発行部数】各8,000部
【配布箇所数】9月：591箇所,　3月：595箇所

⑤ ☀☀☀
順調に取り組ま
れている

指標(21年度の目標値等）
事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価
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課題１　労働の場における男女の均等な機会と待遇の確保

施策の方向１　男女の機会均等・待遇平等の推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

524 雇用支援対策課 男女雇用機会均等セ
ミナーの開催

性別により差別されることなく、その能力を十
分に発揮できる雇用環境を整備するため、企業
経営者・人事労務担当者等を対象とした財団法
人21世紀職業財団等が開催するセミナーによ
り、使用者の意識啓発を図る。

参加者数20人 D H19年度で事業終了

525 雇用支援対策課 企業におけるポジ
ティブアクション実
施促進

職場における男女平等を徹底するため、「男女
雇用機会均等法」の履行確保を担う青森労働局
や青森県、さらに関連推進団体である財団法人
21世紀職業財団青森事務所や雇用能力開発機構
青森センターと連携をとりながら、各種の施策
の推進に努める。

広報紙等掲載回数1回以上 A b 窓口にちらしやパンフレットを置いたほか、広
報誌に掲載し、法改正の周知に努めた。

⑤

526 農政課（農業委
員会）

認定農業者共同申請
の推進

地域農業の主要な担い手となる認定農業者の申
請について、家族経営協定を締結している経営
体は、夫婦共同で申請できることから、制度の
周知を徹底し、女性の経営参画を促す。

認定農業者共同申請数
1人

A c 家族経営協定は１件の実績があったものの、認
定農業者の申請は行わなかった。

⑥
共同申請における
経営内の地位確立
を目指し普及に努
める。

施策の方向２　能力発揮のための支援

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

527 雇用支援対策課 八戸地域職業訓練セ
ンターでの研修講座
開催

職業訓練の場を提供している八戸地域職業訓練
センターでパソコン講座や商業簿記などの講座
を開催し、職業能力の向上を促進する。

職業訓練利用者数　18,000人 A a 随時、広報はちのへ及びラジオ広報等で受講生
を募集し、職業能力の向上を図った。
【講座数】18講座（41コース）
【職業訓練利用者数】18,244人

①、④、⑤

528
（再掲
517）

市民連携推進課 チャレンジ支援を目
的としたセミナー等
の開催

出産・育児や介護のため退職した人の再就職を
支援するため、財団法人21世紀職業財団と共催
でセミナー等を開催し、その周知に努める。

参加者数10名 A a 財団法人21世紀職業財団との共催で再就職準備
セミナーを開催
【開催期日/参加者数】
平成21年9月8日/30人

④、
⑥積極的格差改善
措置

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

担当課 事業名称

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

☀☀
概ね取り組まれ
ている

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

基本目標Ⅱ　性別による不合理な格差のない職業生活の確保
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課題２　多様な職業ニーズを踏まえた就業環境の整備

施策の方向１　多様な就労形態に関する情報の収集・提供

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

529 市民連携推進課 男女平等優良企業の
紹介

男女にかかわらず家事と仕事を両立するための
制度を整備している事業者を紹介し、その制度
普及に努める。

情報誌等への1回以上の掲載 A b ・情報誌WITH YOU3月号（№24）に掲載
　子育て支援認定事業所として「(社)親愛会さ
くら病院」を紹介
・財団法人21世紀職業財団との共催セミナーに
おいて、財団発行の情報誌を配布、また、情報
コーナーに設置し情報提供に努めた。

⑤ ☀☀☀
順調に取り組ま
れている

施策の方向２　パートタイム労働・家内労働等の労働条件の向上

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

530 雇用支援対策課 パートタイム労働に
関するパンフレット
の配布

パートタイム労働者の多様な就業意識や就業実
態を踏まえた適正な雇用管理の改善を推進する
ため、セミナー等の開催チラシを窓口に設置
し、周知に努める。

2箇所以上 A b 子ども家庭課、商工労政課窓口などにちらしや
パンフレットを置いて、セミナー開催等の周知
に努めた。

⑤

531 雇用支援対策課 パートタイム労働者
の雇用管理改善制度
の周知

パートタイム労働者の多様な就業意識や就業実
態を踏まえた適正な雇用管理の改善を推進する
ため、雇用するパートタイム労働者に待遇の改
善を図る事業主に対して助成する「短時間労働
者均衡待遇推進等助成金」制度等の周知に努め
る。

助成金交付数2件 A a 人が多く訪れる窓口にちらしやパンフレットを
置いて、パートタイム労働者の雇用管理改善制
度の周知に努めた。
【短時間労働者均衡待遇推進等助成金 交付件
数】
　・事業主に対しての助成金　4件
　・団体に対しての助成金　0件

⑤

532 雇用支援対策課 中小企業退職共済制
度の周知

中小企業の相互共済と国の援助で退職金制度を
確立し、これにより中小企業の従業員の福祉の
増進と中小企業の振興に寄与することを目的と
した中小企業退職共済制度の周知に努める。

広報紙等掲載回数1回以上 A b 人が多く訪れる窓口にちらしやパンフレットを
置き、また、広報はちのへ及び市のホームペー
ジに掲載し、共済制度の周知に努めた。

⑤

533 雇用支援対策課 家内労働法の周知 家内労働法を周知するため、青森労働局を中心
に行う家内労働旬間実施事業の周知に努める。

広報紙等掲載回数1回以上 B 実施に至らなかった。

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

市民連携推進課に
よる第二次評価
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施策の方向３　農林水産業・商工自営業における労働条件の整備

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

534 農政課（農業委
員会）

ViC・ウーマン活動
の支援

農山漁村の女性リーダーであるViC・ウーマン
を対象としたセミナーや研修会などへの周知及
び参加を促し、自信と誇りを持ってリーダー
シップを発揮できるよう支援する。

機関紙発行回数6回
セミナー等の案内数8回
ＶｉＣ・ウーマン認定者数14
名

A b 機関紙発行回数5回
セミナー等の案内数8回
ＶｉＣ・ウーマン認定者数14名

⑥積極的格差改善
措置

535 雇用支援対策課 八戸市勤労者福祉
サービスセンター事
業

中小企業（300人未満の事業所）単独では実施
が難しい福利厚生事業を共済互助団体「八戸市
勤労者福祉サービスセンター」で共同で実施
し、勤労者が生涯にわたり豊かで充実した生活
を送れるよう、事業の充実と制度の普及に努め
る。

会員数1,650人 A c 人が多く訪れる窓口にちらしやパンフレットを
置いて、サービスセンター会員拡充に努めたほ
か、種々の福利厚生事業を実施した。
【事業所数】382事業所
【会員数】1,480人（H22.3.31）

①、②、④、⑤

536 農政課（農業委
員会）

担い手総合支援事業 具体的な経営計画に基づく、効率的で安定した
農業経営を目指す農業者の育成・確保。

認定農業者数200経営体（累
計）

A b 認定農業者数180経営体(H22.3.31現在) ⑤

施策の方向４　起業支援等雇用以外の労働への支援

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

537 商工政策課 中小企業者向け融資
制度の利用促進

創業者及び中小企業者の経営を支援するため、
中小企業者向け融資制度のパンフレット掲示や
金融機関等への配布による制度周知を図り、融
資制度の利用促進に努める。

融資制度利用件数550件 A a 融資制度利用件数930件 ⑤

538 商工政策課 南部地域連携拠点八
戸商工会議所事業継
承支援センターの利
用促進

創業者及び中小企業者を支援するため、経営相
談や専門家派遣に応じる南部地域連携拠点八戸
商工会議所事業承継支援センター（旧南部地域
中小企業支援センター）のリーフレット等掲示
による周知を図り、センターの利用促進に努め
る。

・南部地域連携拠点
　八戸商工会議所事業
　承継支援センター
　への相談件数
　150件

A a ・南部地域中小企業センターへの相談件数
　178件
・アントレプレナー情報ステーションへの創業
相談件数
　69件

⑤

539
（再掲
516）

市民連携推進課 チャレンジ事例掲載
誌等の閲覧

内閣府等から送られてくる冊子等を情報コー
ナーや市ホームページ等により閲覧に供する。

情報コーナーへの設置 A a 男女共同参画情報コーナーに設置するほか、市
庁本館1階の市政情報コーナーへも設置し、イ
ンターネット環境のない市民へも活用してもら
えるように努めた。

⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀
概ね取り組まれ
ている

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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課題３　仕事と育児・介護の両立のための雇用環境の整備

施策の方向１　子育て等を支援するための休暇・休業制度の導入促進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

540 雇用支援対策課 労働環境整備の情報
提供・啓発事業

育児や介護を行いながら働くことを希望する人
の仕事と家庭の両立を支援するため、財団法人
21世紀職業財団が行うセミナーや各種助成金の
パンフレットを窓口に置き、普及啓発に努め
る。

広報紙等掲載回数1回以上 A c 窓口にちらしやパンフレットを置いて、21世紀
職業財団が実施している各種助成金、セミナー
開催の周知に努めた。

⑤

541 市民連携推進課 ワーク・ライフ・バ
ランスの啓発促進

仕事と生活の両立に積極的に取組んでもらうた
め、情報誌や周知啓発用パンフレット等に掲載
するなどして意識啓発に努める。

広報紙等掲載回数1回以上 A b 1回
情報誌№23（2009.秋号）に掲載し啓発に努め
た。

⑤

施策の方向２　母性健康管理対策の促進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

542 市民連携推進課 妊娠中・出産後の女
性に対する健康管理
措置の周知

財団法人21世紀職業財団が行う事業者向けのセ
ミナー等の場において、労働基準法並びに男女
雇用機会均等法に規定されている母性健康管理
対策の措置を講じることの周知啓発に努める。

年1回以上周知 A b 1回
平成21年10月6日開催「仕事と家庭の両立支援
普及促進セミナー」にてパンフレットを配布し
た。

⑤

543 健康増進課 妊婦委託健診の実施 妊娠中に起こりやすい疾病を早期に発見し、安
全な出産ができるように健康の保持増進を図
る。

早期妊娠届出者の割合
（妊娠11週以内）100％

A c 89.1%
対象者数：1,889人　　届出者数：1,684人

委託健診を受けるには、妊娠届出が必要であ
り、安全な出産をするためにも早期妊娠届出者
の割合を指標にし、健康の保持増進に努めた。

⑥妊婦の健康管理
対策の促進

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

担当課

事業
番号

事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀
概ね取り組まれ
ている

☀☀
概ね取り組まれ
ている
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施策の方向３　次世代育成支援対策の促進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

544 雇用支援対策課 次世代育成支援対策
推進法に基づく一般
事業主行動計画策定
の促進

事業所に対し、一般事業主行動計画について周
知を図り、策定を促進する。

計画策定企業数42企業 A a 窓口にちらしやパンフレットを置き、次世代育
成行動計画について周知に努めた。
【策定企業数】81企業
（従業員数301人以上については、27企業）

⑤

545 雇用支援対策課 両立支援事業の周知 仕事と家庭の両立を図る労働者を支援する「育
児・介護費雇用安定等助成金」制度の周知に努
める。

助成金交付数30件 A a 窓口にちらしやパンフレットを置き、助成金制
度の周知に努めた。
【育児・介護雇用安定等助成金 交付件数】
　33件

⑤

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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課題１　家庭における男女間での協力促進

施策の方向１　家庭での男女協力のあり方についての情報収集・提供、啓発

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

546
（再掲
515）

市民連携推進課 情報の収集・男女共
同参画情報コーナー
での情報提供事業

関係機関並びに他都市から届く情報誌等から情
報を収集し、男女共同参画推進担当部署による
情報コーナーを設置し、関連図書やビデオ、情
報誌などを閲覧・貸し出しに供する。

図書数125 A a 図書数　135冊（ビデオ・DVD含む）
男女共同参画情報コーナーの図書、ビデオ等を
無料で閲覧、貸し出しした。

⑤

547 農政課（農業委
員会）

家族経営協定の締結
促進

配偶者や後継者がやりがいを持って農業に取り
組めるよう、家族全員の話し合いにより、個々
の役割分担、労働時間、休日等の就業条件など
を取り決めて明文化することにより、経営に対
する意欲の増進と生活の安定の促進を図る。

家族経営協定締結数
1世帯

A b 家族経営協定締結数
1世帯　H22.1.22締結

②、⑤

548 社会教育課 家庭教育研修会の開
催

家庭教育や子育ての専門家による、市民や子育
て支援団体を対象とした研修会の開催。

1回あたりの受講者数
82人

A a 一回あたり平均263人
延べ789人が参加
全3回実施（内2回市民大学講座と併催）
託児室3回設置

①、②、③、④、
⑤

549 健康増進課 両親学級の開催 子どもを迎えるための心の準備、親の役割につ
いて夫婦で共に考え、協力して子育てできるよ
うに支援する。

年6回 A b 年6回実施し、159組（317人）参加
※1回あたりの定員：28組

④、⑤

施策の方向２　男女間での家事の協力を促進する広報・啓発

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

550
（再掲
510）

市民連携推進課 各種行事等での条例
の周知

男女共同参画に関するパネル等を展示して、男
女共同参画や女性問題について考えてもらう機
会を提供する。

年1回以上周知 A a 12回
各イベントで条例チラシを配布し周知した。
教育関係者等研修会、市民大学講座（男女共同
参画枠）、男女共同参画支援事業等（5回）、
市民企画事業（2回）、21世紀職業財団主催講
座（2回）、八戸市環境・健康フェスタ

⑤ ☀☀☀
順調に取り組ま
れている

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号

担当課

担当課 事業名称 事業の内容
事業
番号

指標(21年度の目標値等）

事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

基本目標Ⅲ　家庭生活・地域社会で男女が協力し合う環境整備
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課題２　子育て支援策の充実

施策の方向１　保育サービス・放課後児童対策の一層の充実

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

551 子ども家庭課 ファミリー・サポー
ト・センター事業

育児等の手助けを受けたい人と手助けしたい人
が会員として登録し、会員同士で相互援助活動
を行う。

活動件数　800件 A b 活動件数　739件
※八戸市社会福祉協議会へ委託
　依頼会員数　320人
　提供会員数　197人
　両方会員数　 16人
　　 合計　   533人

⑤

552 子ども家庭課 病後児保育事業 保育所に通所中の児童等が病気の回復期であ
り、集団保育が困難とされる期間、当該児童を
保育所等に付設された専用スペースにおいて預
かる事業を実施する。

1箇所 A b 1箇所（利用者数420人） ⑤

553 子ども家庭課 一時預かり事業
(旧：一時保育事
業）

保育所に入所していない就学前児童で、緊急的
に保育が必要な児童を保育所において一時的に
預かる事業。

23箇所 A b 23箇所（利用者数12,409人） ⑤

554 子ども家庭課 休日保育事業 保護者の就労により、休日等に保育を要する児
童のために、休日保育事業を実施する。

9箇所 A b 9箇所（利用者数3,356人） ⑤

555 子ども家庭課 認可外保育施設児童
健全育成事業

認可外保育施設の職員の健康診断費を助成す
る。

12箇所 A c 6箇所（受診者数26人） ⑤

556 子ども家庭課 認可外保育施設児童
対策事業

認可外保育施設の児童の健康診断費及び保育材
料費を助成する。

12箇所 A c 7箇所（受診児童数180人） ⑤

557 子ども家庭課 認可外保育施設保育
料軽減助成事業

認可外保育施設に入所している児童の保護者に
対し、保育料の全部または一部を助成する。

12箇所 A a 13箇所　申請者数43人
（第３子31人・乳児12人）

⑤

558 子ども家庭課 放課後児童健全育成
事業

放課後に保護者が就労等の事情により、家庭に
いないおおむね10歳未満の児童を対象に、適切
な遊びの場と生活の場を与える。

29クラブ A a 32クラブ ⑤

559 子ども家庭課 認可保育所整備事業 認可保育所の新設設備、老朽施設の改築整備に
より、待機児童や超過入所の解消を図るととも
に、児童等の安全確保と施設の多機能化を推進
する。

1箇所 A b 1箇所 ⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

事業名称 事業の内容
市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

560 子ども家庭課 延長保育事業 保護者の就労時間や通勤時間の増加等に伴い生
ずる保育需要に対応するため、開所時間を延長
して保育する事業。

68箇所 A a 69箇所 ⑤

561 子ども家庭課 軽・中程度障害児保
育事業

保育に欠ける軽・中程度の障がい児を保育所に
入所させ、健常児とともに集団保育を行うこと
で、健全な社会性の成長発達を促進する。

継続 A b 14箇所 ⑤

562 子ども家庭課 児童館運営事業 児童に健全な遊びを与え、健康増進や情操を豊
かにすることを目的に、児童の健全育成に関す
る総合的な機能を有する施設を運営する。

15箇所 A b 15箇所
21年度延利用者数　280,626人
※八戸市社会福祉協議会が指定管理者として運
営

⑤

563 子ども家庭課 保育料軽減事業 第3子以降の子どもの保育料の軽減 継続 A b 対象児童数
　認可保育所　　 369人
　認可外保育施設　15人

⑤

施策の方向２　良質な住環境の整備

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

564 公園緑地課 公園整備事業 子どもの遊び場や住民の交流の場としての公園
整備を行う。

公園整備事業の実施 A a 【整備公園】
・館鼻公園：駐車場整備、園路舗装、植栽
・こどもの国：園路の舗装
・三八城公園
・桔梗野公園　　・豊崎やまびこ運動公園
　※国の予算で280,000千円の補正があり、
　　事業が計画以上に進捗した。

②、⑤

565 公園緑地課 緑化推進事業 緑と花に囲まれた快適な環境を市民全体で築く
ために、花壇コンクールや花いっぱい運動、学
校緑化を実施する。

・緑化大会の実施
・緑化まつりの実施
　参加者61,0000人
・菊まつりの実施
　参加者　23,000人
・花壇コンクールの実施
・草花配布事業の実施
・学校緑化事業の実施

A b ・春・秋緑化大会の実施
・第39回八戸市緑化まつり実施
　（59,720人参加）
・第38回はちのへ菊まつり実施
　（20,900人参加）
・花壇コンクールの実施
　（30団体、15個人参加）
・町内への草花配布事業の実施
　（39,104ポット配布）
・学校緑化事業の実施
　（白山台小学校1校で実施）

⑤

566 まちづくり文化
推進室

市民による地域のま
ちづくりの推進

地域のみなさんが主体となって取組む、地域の
まちづくり活動を支援する。

広報紙での情報発信
年1回以上

A b 広報はちのへ平成22年4月号にて情報発信 ⑤

事業
番号

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課

事業
番号

担当課

事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価
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施策の方向３　安全な道路・交通環境の整備

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

567 道路建設課 道路建設事業 くらしのみちゾーン形成事業を通じて、安全か
つ快適な歩行空間を確保する。

電線共同溝整備 L=194m A c 電線共同溝整備 L=137m ⑤

568 道路維持課 道路維持事業 道路の補修や除雪などを通じて、安全な道路環
境の確保に努める。

事故発生件数　5件以下 A b 道路補修、除雪を実施
事故発生件数5件

⑤

施策の方向４　安全・安心なまちづくりの推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

569 道路維持課 街路灯等の整備 夜間でも安心して歩けるよう、街路灯等を整備
するほか、街路灯の電気代について助成を行
う。

照明灯の新規及び防犯灯の設
置補助等が年間合計300灯以
上

A a 道路照明灯13灯、防犯灯298灯、計311灯が新た
に設置された。

⑤

570 防犯交通安全課 交通安全推進事業 市民を交通事故から守るため、関係機関・団体
と一体となり、交通安全施設の充実はもとよ
り、人命尊重の理念に立って交通安全教育や交
通安全運動を展開して交通安全意識の高揚を図
り、交通事故の未然防止に努める。

交通安全大学講座受講者数
400人

A c 交通安全に関する講演等を通じて、交通安全知
識の普及と交通安全意識の高揚を図り、交通事
故防止を広く市民に周知するため、「交通安全
大学講座」を開催した。
【開催日時】平成21年11月12日(木）
【開催場所】八戸市公会堂文化ホール
【参加人数】351人

⑤

571 防犯交通安全課 防犯事業 八戸地区連合防犯協会の活動を促進するととも
に、犯罪の広域化・凶悪化・低年齢化等の進行
や、生活に身近な住宅や事業所における犯罪が
増加する中で、警察等の関係機関・団体と連携
を強化し、犯罪の起こりにくいまちづくりを推
進するとともに、市民の自主防犯意識の高揚を
図る。

八戸市内の刑法犯認知件数
2,280件

A a 八戸市内の刑法犯認知件数
平成19年　2,304件
平成20年　2,130件
平成21年　1,856件
前年度より△274件（△12.9％）

⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号

担当課

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号

☀☀
概ね取り組まれ
ている

☀☀
概ね取り組まれ
ている

市民連携推進課に
よる第二次評価

男女参画国際課に
よる第二次評価
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施策の方向５　ひとり親世帯への支援

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

572 子ども家庭課 介護人派遣 母子家庭等が一時的に生活援助、保育サービス
が必要な場合に家庭生活支援員を派遣し、生活
の安全を図る。

広報掲載年1回以上 A a 広報はちのへ6月号及び1月号掲載
　年間件数15件　のべ26日
　内訳：家事援助　12件
　　　　保育支援 　3件

⑤

573 子ども家庭課 児童扶養手当 父と生計を同じくしていない児童について、監
護している母または養育している人に手当を支
給する。

継続 A b 受給者数　3,092人
支給額　1,428,923,830円

⑥法令に基づき事
業を実施した

574 子ども家庭課 遺児対象給付事業 父母をなくした遺児について、小学校または中
学校に入学する際に入学祝金、中学校を卒業す
る際に卒業祝金を支給する。

継続 A b ＜遺児入学・卒業祝金＞
　入学祝金　 7千円×54人＝378千円
　卒業祝金　10千円×56人＝560千円
＜弔慰金＞
　10千円×16人＝160千円

⑤、
⑥法令に基づき事
業を実施した

575 子ども家庭課 ひとり親家庭等医療
費給付事業

母子・父子家庭等に医療費を助成する。 継続 A b 給付件数　53,696件
給付総額　133,283,577円
対象者数　8,531人

⑤、
⑥法令に基づき事
業を実施した

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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課題３　高齢者・障がい者・外国人が安心して暮らせる環境の整備

施策の方向１　高齢者・障がい者の自立を支援する環境の整備

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

576 高齢福祉課 高齢者バス特別乗車
証支給事業

70歳以上の高齢者に対するバスの特別乗車証な
どの支給。

交付者数　16,000人 A b 高齢者の外出機会を増やし、自立した生活を支
援するため、バス特別乗車証などの支給を行っ
た。
【交付者数】15,917人

⑤

577 障がい福祉課 身体障害者補装具給
付事業

身体の失われた部分や障がいのある部分を補っ
て、日常生活や働くことを容易にする用具を交
付（修理）している。

利用件数450件 A a 補装具給付件数
　身体障がい者・・・540件
　身体障がい児・・・174件
　　　　　（計・・・714件）

⑤

578 障がい福祉課 重度身体障害者日常
生活用具給付事業

在宅の身体障がい者（児）に対して、日常生活
がより円滑に行われるための用具を給付する。

利用件数4,300件 A a 日常生活用具給付件数
　身体障がい者・・・4,424件
　身体障がい児・・・　512件
　　　　　（計・・・4,936件）

⑤

579 障がい福祉課 知的障害者地域生活
援助事業

居宅介護支援、デイサービス支援、短期入所支
援を実施し、知的障がい者が地域で普通に暮ら
すノーマライゼーション理念を具現化する。

利用者数400人 A a 利用者数　510人 ⑤

580 障がい福祉課 障害者バス特別乗車
証支給事業

障がい者に対するバスの特別乗車証などの支
給。

交付者数　3,800人 A a 特別乗車証（ほほえみ共通バス券）
交付件数　計3,939件

⑤

581 建築住宅課 公営住宅整備事業 公営住宅の整備に際し、高齢者・障がい者が暮
らしやすい環境になるよう配慮する。

白山台ヒルズ　3戸建設
是川団地　8戸建替

A b 白山台ヒルズ　3戸建設
是川団地　8戸建替

⑤

582 健康増進課 訪問指導事業 基本健診の結果、健康管理の指導が必要な人、
要介護のおそれがある高齢者及び家族に対し、
保健師、看護師、栄養士が健康の保持増進、介
護予防及び心身機能の低下予防を図るため訪問
し、必要な指導を実施する。また、介護予防の
視点から支援が必要な人やその家族にも訪問指
導を行う。

5400件 A c 健診事後指導　1,501件
特定保健指導　50件
閉じこもり予防　723件
介護家族者　46件
寝たきり者　22件
認知症高齢者　91件
精神障害者　14件
国保ヘルスアップ　433件
その他　447件
合計　3327件

事業内容の変更理由：制度改正により「基本健
診」という表現から「健診」へと変更になった
ため「基本」を削除する

⑤

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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施策の方向２　高齢者等への介護体制の整備

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

583 介護保険課 介護保険制度の周知 介護保険制度について広く市民に理解してもら
えるように、制度説明会、広報紙への記事掲
載、パンフレット・冊子配布、イベント等での
相談窓口等制度の周知に努める。

・制度説明会参加者数200人
以上
・広報はちのへ
　特集記事2回、お知らせ記
事9回
・八戸市ＨＰの掲載内容の変
更、介護サービス事業者一覧
の更新　随時
・パンフレット配布　3種
67,500部
・課内窓口等での相談・苦情
受付

A a ・介護保険制度に関する出前講座　3回　累計
230人
・広報はちのへ特集記事　2回、お知らせ記事
10回
・八戸市HPの掲載内容の変更　46回
・介護サービス事業者一覧の更新　随時
・パンフレット配布　3種　67,500部
・その他　健康まつりにおいてパンフレット配
布
・課内窓口等での相談・苦情受付　随時

④、⑤

584 介護保険課 介護保険による地域
密着型サービス事業

介護保険制度の理念である在宅介護重視を念頭
に、利用者に対し認知症対応型共同生活介護、
認知症対応型通所介護、地域密着型介護老人福
祉施設等のサービスを提供する。

事業所数　43 A a 事業所数　44 ⑤

585 介護保険課 介護保険による施設
介護サービス

介護保険制度の理念である在宅介護重視を念頭
に、利用者に対し施設介護サービスを提供す
る。

施設サービス給付費
4,300,000千円

A a 施設サービス給付費
4,367,870,696円

⑤

586 介護保険課 介護保険による居宅
サービス事業

介護保険制度の理念である「可能な限り、その
居宅において」自立した日常生活を営むことが
できるよう在宅介護重視を念頭に、訪問介護、
通所介護、短期入所サービスや福祉用具の購入
費支給、住宅改修費の支給、居宅療養管理指
導、特定施設入所者生活介護のサービスを提供
する。

居宅サービス給付費
7,000,000千円

A b 居宅サービス給付費
6,681,423,294円

⑤

587 高齢福祉課 軽度生活援助事業 介護保険対象外で、軽易な日常生活の援助を必
要とする高齢者に対し、ホームヘルパーが訪問
し、調理・洗濯などの家事援助サービスを行
う。

利用登録者の介護保険申請率
10％以下

A a 社会福祉法人八戸市社会福祉事業団へ委託し
て、ホームヘルパーを派遣し、高齢者の自立し
た生活の継続を支援した。
【利用登録者数】38名
【介護保険申請者数】2名
【介護保険申請率】5％

⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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施策の方向３　国際交流の推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

588 市民連携推進課 姉妹都市等との相互
訪問

姉妹都市や友好都市との交流を促進するため、
視察団など、相互に訪問を行う。

・姉妹都市米国フェデラル
ウェイ市へ訪問団を派遣
・友好都市中国蘭州市代表団
が来八

A ｃ ・H21年4月・8月・11月の3度にわたり、蘭州市
代表団が来八。特に、11月の来八の際には、両
市の友好交流25周年を記念する書道交流会を開
催し、文化面での交流を深めた。
・新型インフルエンザの世界的流行により、姉
妹都市フェデラルウェイ市への訪問は見送っ
た。

⑤

589 教育指導課 青少年海外派遣事業 中学生の海外派遣による国際的視野の拡大。 26人 B 新型インフルエンザ流行のため、中止

590 総合教育セン
ター

外国語指導助手によ
る小・中学生への国
際理解教育

外国語指導助手（ALT）9名を配置し、小・中学
校の子どもたちに楽しく英語を教えながら、外
国での文化や家庭のあり方などの社会的背景を
伝える。

外国語指導助手１人当たりの
訪問回数（訪問延べ回数÷9
名）146回

A a 1人あたりの訪問回数166回（1494÷9人）
年間1494回のALT学校訪問
ALT人数9名

④、⑤

591 市民連携推進課 国際交流員の配置 地域の国際化の推進を図ることを目的に、国際
交流員（CIR）1名を配置する。民間国際交流団
体の事業活動に対する助言・参画及び、市民の
異文化理解のための交流活動及び外国人住民の
生活支援活動への協力を行う。

国際交流員の配置１名 A b 国際交流員として、米国出身者1名を配置して
いる。
外国からの訪問客の接遇・通訳
筆耕翻訳作業（16件）
国際理解教育：小学校訪問（訪問回数 8回）
八戸国際交流協会事業の企画・参画
・ハロウィンツアー
・ホフストラ大学生との交流
・異文化交流イベント
・協会機関紙記事作成
その他
・ラジオ英会話番組出演（毎月収録）
・八戸大学での講演
・光星学院高等学校での特別授業
・児童科学館映像学習会での講演
・消防指令情報課での研修講師

⑤

592 市民連携推進課 民間団体による交流
活動支援

八戸国際交流協会の在住外国人と市民との交流
会や日本語講座・外国語情報提供・相談など各
種事業に対して、その活動を支援する。

・八戸国際交流協会の事業
(広く地域住民を対象とした
事業に要する経費の2分の1に
相当する額)に対し、補助金
を交付

A b ・八戸国際交流協会の事業のうち、広く地域住
民を対象とした事業について、その事業に要す
る費用の1/2か、110万円のいずれか低い方を上
限として補助金を交付した。（交付額110万
円）

⑤

593 市民連携推進課 在住外国人への情報
提供支援

八戸国際交流協会で作成する「はちのへの暮ら
し方」を外国人登録者に配布するほか、市の
ホームページ等を通じて生活に役立つ情報の提
供をし、外国人が生活しやすい環境づくりを進
める。

広報はちのへ等掲載回数1回
以上

A b ・広報はちのへ５月号に記事掲載 ⑤

594 市民連携推進課 国際交流ボランティ
アバンク登録の推進

八戸国際交流協会の事業である国際交流ボラン
ティアバンク登録制度の周知につとめ、人材
データの充実・集約をすすめる。

①登録者数100人以上を維持
②新規登録10人以上

A a ・国際交流ボランティアバンク登録者数　134
人
・新規登録者数　11人

①、⑤

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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課題４　地域活動及びボランティア活動の推進

施策の方向１　市民活動への支援

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

595 市民連携推進課 市民活動サポートセ
ンター事業（拠点機
能等の提供）

市民活動団体の活動拠点となる市民活動サポー
トセンター「ふれあいセンターわいぐ」を運営
し、市民の自主的・自発的な活動を支援する。

わいぐ運営会議（任意組織）
の男女構成割合
（30％）

A a わいぐ運営会議18名のうち、男性10名、女性8
名となっており、女性の割合が44％を占めてい
ることから、目標達成することができた。

①、②、④、⑤

596 市民連携推進課 「元気な八戸づく
り」市民奨励金制度

自主的な公益性のある活動や地域コミュニティ
活動を支援するため、初動期、事業拡大期にお
ける活動費の一部を助成する。

奨励金交付件数
（1件以上）

A a 21年度の市民奨励金交付事業は5件であり、目
標を達成することが出来た。

②、④、⑤

597 まちづくり文化
推進室

八戸市文化協会文化
振興事業補助金

当市の文化振興を図るため、八戸市文化協会が
行う、各種文化団体との連絡調整や文化振興事
業に対し、経費の一部を補助する。

補助金額2,629千円 A b 八戸市文化協会へ補助金2,629千円を交付。
事業の円滑な遂行並びに文化活動の普及向上に
つながった。

⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

市民連携推進課に
よる第二次評価

21 / 29 ページ



施策の方向２　ボランティア活動を促進する気運の醸成

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

598 高齢福祉課 社会奉仕活動等促進
事業

ひとり暮らしや寝たきりの高齢者を訪問する友
愛活動や、公共施設等の積極的な清掃奉仕活動
等を通じ、高齢者の社会参加促進を図る。

参加者数　1,600人 A a 八戸市老人クラブ連合会へ事業を委託し、老人
福祉施設訪問、公共施設等の清掃活動を実施し
た。
＜施設訪問＞
【訪問日】平成21年10月～3月
【訪問場所】修光園他5施設
【参加者数】69人
＜清掃活動＞通年、各地区で実施
【参加者数】のべ1,878人

⑤、
⑥性別を問わず参
加しているが、男
女比までは把握し
ていない

599 教育指導課 青少年の地域活動の
推進事業

青少年の健在な仲間作りを進めるとともに、地
域社会の一員としての関心と自覚を深めるた
め、各種ボランティア活動を実施する。

31回 A a 養護学校やおまつり広場、地区公民館行事等、
各種イベントにボランティアを派遣した。
（年42回、延べ1,286人参加）

⑤

600 市民連携推進課 地域づくりボラン
ティア促進事業

さまざまな分野で活躍するボランティアの力
を、地域のまちづくりや行政サービスの向上に
生かすため、地域づくりボランティアの活動促
進を図る。

行政を支援するボランティア
の実働数
（1万人以上）

A a 行政活動ボランティア活動実績　23,617人 ⑤

601 環境政策課 はちのへクリーン
パートナー制度

個人や事業者の自発的な清掃活動の促進。市が
行う一斉清掃活動への参加の促進。

140団体・15,000人以上の登
録

A a 登録団体数 184団体（実施団体71団体）
登録人数　20,085人（活動人数4,802人）

⑤

602 観光課 市民観光ボランティ
アガイドの育成

市民観光ボランティアガイドの育成。市民観光
ボランティアガイドの受入体制の整備。

観光ボランティアガイド登録
者数200人

A c 観光ボランティアガイド登録者数156人
・八戸ふるさと検定講習会（2回）32人参加
・八戸ふるさと検定模擬試験（1回）88人参加
・八戸ふるさと検定初級試験（1回）448人参加
・八戸ふるさと検定試験PR（ATV・2回）
・青森県観光ボランティアガイド県大会（1
回）14人参加
・おもてなしセミナー（1回）29人参加
・接客セミナー（1回）13人参加
・山の楽校ボランティアガイド事業実践活動
（全4回実施）及び修了式（南郷ジュニア検定
実施）37人参加

④、⑤

603 社会教育課 教育ボランティア推
進事業

地域のすぐれた人材の学校教育や社会教育への
活用。地域住民に対する生涯学習の成果を生か
す場の提供。

ボランティア登録者数
490人～530人

A ｃ 登録者数　　　　197人
のべ活動人数　1,235人
＜主な活動内容＞
　「読み聞かせボランティア」「図書ボラン
ティア」「特別支援ボランティア」

①、②、④、⑤

604
（再掲
594）

市民連携推進課 国際交流ボランティ
アバンク登録の推進

八戸国際交流協会の事業である国際交流ボラン
ティアバンク登録制度の周知につとめ、人材
データの充実・集約をすすめる。

①登録者数100人以上を維持
②新規登録10人以上

A a ・国際交流ボランティアバンク登録者数　134
人
・新規登録者数　11人

①、⑤

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀☀
順調に取り組ま
れている
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施策の方向３　地域活動への参加を促進するための広報・啓発活動の推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

605 市民連携推進課 市民活動サポートセ
ンター事業（交流・
ネットワーク作り）

市民活動団体同士の連携強化並びに市民に対す
る市民活動への理解を深める機会を提供するた
め、市民活動サポートセンター事業として、交
流会を開催する。

わいぐ交流会実行委員会（任
意組織）の男女構成比率
（30％）

A a わいぐ交流会実行委員会18名のうち男性10名、
女性8名となっており、女性の割合が44％を占
めていることから、目標を達成することができ
た。

①、②、④、⑤

606 市民連携推進課 市民活動サポートセ
ンター事業（情報収
集・情報提供）

市民活動に関する情報の収集・提供を目的に、
市民活動サポートセンター事業として、情報誌
の発行やパネル展を開催する。

情報誌発行回数
（4回以上）
パネル展開催回数
（2回以上）

A a 情報誌発行　4回
パネル展開催回数　5回

④、⑤

事業
番号

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

市民連携推進課に
よる第二次評価
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課題１　男女間での暴力的行為を根絶するための基盤づくり

施策の方向１　暴力等を予防し、容認しない地域づくりのための広報・啓発活動の推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

607 子ども家庭課 男女間暴力の防止に
関する相談

暴力の防止に関するパンフレット等により広報
する。

広報掲載年1回以上 A a 広報はちのへ4月号及び1月号掲載
※市民への周知により早期発見や防止に繋が
る。

⑤

608 福祉政策課 八戸市虐待等防止
ネットワーク会議

関係団体、関係機関の代表者らが、年1～2回参
集し、虐待等の防止と早期発見、被害者及びそ
の家族への支援を目指し、相互の連携を図るた
め、会議等を開催する。

虐待等対策連携マニュアルに
ついて検討

A a 虐待対策に関する公開講座を実施
　場所：八戸市総合福祉会館
　日時：平成22年2月27日（土）13:30～15:30
　参加人数：169名
冊子「虐待等防止・早期対応　連携ﾏﾆｭｱﾙ」を
作成し、各関係団体に送付した。

②、④、⑤

609 市民連携推進課 女性に対する暴力根
絶のためのシンボル
マークの周知

シンボルマークを周知し、人権意識の高揚を図
る。

年１回以上周知 A a 2回
シンボルマーク付きのDV防止チラシ及びカード
をイベントで配布した。また、ポスターを掲示
し、周知に努めた。
【イベント名】
デートDV防止講演会、こころのcare講座

⑤

610
（再掲
513）

広報統計課 人権週間の周知 人権週間（12月4日～12月10日）にその意義等
を紹介し、人権意識を啓発する。

・広報紙による人権週間の
　周知
・特設人権相談所の開設

A b ・人権週間周知【広報紙12月号に掲載】
・特設人権相談所
　　【実施】　平成21年12月9日
　　【場所】　市庁・南郷区役所
　　【相談者数】　　7名

⑤

施策の方向２　配偶者間等の暴力被害者に対する保護・自立支援

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

611 子ども家庭課 家庭（児童）婦人等
相談室

主に生活困窮、夫等の暴力等の女性の様々な問
題や悩みについて対処するため、専門の相談員
を常駐し、相談業務を実施する。

婦人相談員　2名
家庭相談員　1名

A b 婦人相談員1名、家庭相談員1名
婦人相談員兼母子自立支援員1名
相談件数　624件
　内訳：生活困窮18件、ＤＶ98件

⑤

612 子ども家庭課 一時避難等被害者支
援

配偶者間暴力や児童虐待により、一時避難が必
要と判断された人を警察、児童相談所及び女性
相談所と連携し、安全な施設等へ収容するな
ど、その保護に努める。

実施箇所数　1箇所 A b 実施箇所  1箇所
保護件数　0件

⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

事業
番号

事業
番号

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

☀☀☀
順調に取り組ま
れている

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

基本目標Ⅳ　個人として重んぜられるべき人格の尊重
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課題２　男女がともに生涯を通じて営む健康づくりの促進

施策の方向１　性差医療についての知識普及

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

613 医事課 女性専門外来 女性医師をはじめとする女性の医療スタッフ
が、女性特有の症状、不安等について対応・支
援するため、市民病院に女性だけを対象とした
外来を設置し、患者を予約制で受け付ける。

予約率 75％ A c 診察枠　毎月第2、第4月曜　1日2名まで
年間40名分の予約枠確保
（平成21年度予約数9名　予約率　22.5％）
年間受診者7名
（予約のうち2名キャンセル）

④

614 健康増進課 思春期健康教室 心身の発達段階に応じた性教育の必要性がある
ことから、小・中学校・市が連携して、赤ちゃ
んふれあい体験、パパ・ママ体験の2事業を実
施する。

21回 A c 赤ちゃんふれあい体験7回
思春期教室（パパ・ママ体験）8回
計15回実施（依頼にはすべて対応）
※学校からの依頼により実施

⑤

615 健康増進課 妊産婦訪問指導 母子の健康保持推進のための妊娠・分娩・産後
の健康管理支援と新生児の健やかな発育、発達
の支援をするため、訪問指導を行う。

訪問指導率　80％ A a 92.6%
訪問対象者：1,824人
訪問者数：1,689人

④、⑤

☀
より積極的な取
り組みを期待す
る

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

市民連携推進課に
よる第二次評価
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施策の方向２　病気の予防・早期発見につながる健康づくりの推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

616 国保年金課・環
境政策課

八戸市環境・健康
フェスタ～健康まつ
り＆環境展～

①健康への意識啓発②環境への意識啓発を行う
ため、国保年金課と環境政策課の共催により、
フェスタを開催する。健康コーナー、健康と環
境をからめたテーマのコーナー、環境コーナー
を設け、地球環境を守ることと自分の健康を守
ることを同時に考えてもらうきっかけをつく
る。

参加者数　4,500人 A c 健康コーナー、健康と環境をからめたテーマ、
環境コーナーなど、地球環境を守ることと自分
の健康を守ることを同時に考えてもらうきっか
けとなった。
平成21年9月27日（日）開催
参加者数 3,500人

④、⑤、
⑥救護室を設け、
そこで授乳できる
よう工夫した（国
保年金課）

617 健康増進課 定期健康診査の受診
促進

生活習慣病及び結核予防対策の一環として、循
環器疾患、がん及び結核の早期発見早期治療及
び健康の保持増進を図るため、各種健康診査を
実施する。

がん検診受診率　35％ A c 各種がん検診の平均受診率25.1％
（前年度比　＋2.5％）

①、②、⑤

618 健康増進課 医師・歯科医師等に
よる健康教室

健康に関する正しい知識の普及を図り、壮年期
からの健康増進及び介護を要する状態に陥るこ
とをできるだけ予防していくための支援とし
て、医師・歯科医師による健康教室を開催す
る。

52回 A b 48回
※医師会・歯科医師会に委託している実施回数

①、④、⑤

619 健康増進課 保健師・栄養士の健
康教室

健康に関する正しい知識の普及を図り、壮年期
からの健康増進及び介護を要する状態にならな
いよう予防するための支援をする。

実施回数
母子　200回
成人　200回
高齢　150回

A a 母子　477回
成人　209回
高齢者　249回

④、⑤

620 国保年金課 国民健康保険被保険
者の人間ドック

国民健康保険被保険者が低額な自己負担で受診
できるよう国保人間ドックを実施する。

受診者数　6,520人 A a 受診者件数　7,798人
内訳　　39歳以下　　　252人
　　　　40歳～69歳　　5,663人
　　　　70歳以上　　1,883人

⑤

621 国保年金課 八戸市特定健康診査
等

生活習慣病の発症の前段階であるメタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）の改善を図
り、生活習慣病の発症や重症化を予防すること
を目的として特定健康診査等を実施する。

受診者数　20,176人 A ｃ 受診者数　13,728人
対象者数　47,794人　　実施率28.7％
（平成22年5月末現在）

⑤

622 健康増進課 乳幼児予防接種推進
事業

ポリオ、BCG、麻しん、風しんなどの予防接種
の実施。

麻しん予防接種率95％
（単独ワクチン・混合ワクチ
ンを含む）

A b 麻しん予防接種率92.1％（前年度比　＋
2.1％）

対象者数：9,469人
接種者数：8,721人

①、②、⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）
指標(21年度の目標値等）担当課 事業名称 事業の内容

事業
番号

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀
概ね取り組まれ
ている
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施策の方向３　健康をおびやかす諸問題についての対策の推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

623 健康増進課 庁内健康相談 心身の健康に関する個別の相談として、来庁者
や電話での相談者に対応し、家庭における健康
管理に役立てられるよう指導及び助言を行う
「庁内健康相談」を実施する。

実施回数　　600回 A c 窓口　241回
電話　241回
合計　482回

⑤

624 健康増進課 医師による健康相談 正しい生活態度を理解させ健康増進を図るた
め、心身の健康に関する個別の相談に応じ、家
庭における健康管理に役立てられるよう医師健
康相談を実施する。

実施回数　7回 A c 耳の日健康相談　1回
※医師会との協議により、21年度より精神科医
師による健康相談が廃止となった。

⑤

625 健康増進課 保健師・栄養士の健
康相談

心身の健康に関する個別の相談に応じ、必要な
指導及び助言を行い、家庭における健康管理に
資する。

実施回数
母子　300回
成人　200回
高齢者 90回

A b 母子　721回
成人　227回
高齢者　65回

④、⑤

課題３　男女が平等で多様な選択を可能にする教育・学習への支援

施策の方向１　多様な選択を可能にする学校教育及び進路指導の推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

626 総合教育セン
ター

教育相談員による相
談業務

教育に関する相談（電話・来所・訪問相談）に
対し、教育相談員が親身になって対応する。

1日平均相談回数（相談延べ
回数÷相談日数）2.5回

A a 5.2回（1,261回÷242日）
年間1,261回の相談対応
相談日数242日

①、④、⑤

627 教育指導課 さわやか八戸グッ
ジョブ・ウィーク事
業

中学校の2学年の生徒を対象に、連続した5日間
の職場体験を通して、望ましい職業観・勤労観
の育成に努める。指導に当たっては、特に男女
平等感に立った進路指導に留意する。

中学校参加率（参加校数）
100%（26校/26校）

A ｃ 88％（23/26校）
26校中25校が実施予定であったが、新型インフ
ルエンザの影響で2校が中止し、23校の実施と
なった。

⑤

628 教育指導課 八戸市いのちをはぐ
くむ教育アドバイ
ザー事業

小・中学校へは、教育指導課・総合教育セン
ター広報や学校訪問を通じて、性教育の充実に
ついて周知する。なお、中学校においては、専
門医が学校に赴いて性に関する講演等を行う
「八戸市いのちをはぐくむ教育アドバイザー事
業」を実施する。

中学校参加率（参加校数）
100%（26校/26校）

A b 100％(26/26校）
6月から12月までの期間で市内26校において、
いのちをはぐくむ教育アドバイザー(7名)によ
る講演が実施された。

⑤

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
事業
番号

担当課

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
事業
番号

市民連携推進課に
よる第二次評価

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀
概ね取り組まれ
ている

☀
より積極的な取
り組みを期待す
る

27 / 29 ページ



施策の方向２　教職員に対する啓発活動の推進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

629 教育指導課 計画訪問による学校
への周知

各学校への計画訪問等を通じて、男女平等観に
立った教育指導と教育環境の整備について各学
校へ周知を図る。

訪問校の割合74校/74校（小
学校48校、中学校26校）
100％

A b 計画訪問(全74校)において、「教育指導課・総合教
育センター広報」を使って校長をはじめ全教職員に
対して、学校経営において「男女平等観に立った
教育活動の推進」をお願いした。

⑤

630 教育指導課・総
合教育センター

教育指導課・総合教
育センター広報によ
る啓発

教育指導課・総合教育センター広報を通じて、
各学校へ周知を図る。

市内小・中学校の全教職員 A b 「教育指導課・総合教育センター広報」を全教職員
に1部ずつ配布した。

⑤

631 市民連携推進課 教職員に対する啓発
講座

教職員等を対象にした意識啓発講座を開催す
る。

小・中学校参加率（参加校
数）
20.3%（15校/74校）

A c 教育関係者への男女平等意識の啓発及び男女平
等教育の重要性や認識を深めてもらうための研
修会を開催。
【開催期日】平成21年7月27日
【開催場所】八戸市総合教育センター
【参加者数】75人（男9 女66）
【小・中学校参加率（参加校数）】
16.2%（12校/74校）

①、④、⑤

施策の方向３　生涯学習の促進

実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

632 高齢福祉課 鴎盟大学運営事業 60歳以上の高齢者を対象に、一般教養・園芸・
生活福祉等の学習を通じ、社会参加を促し生き
がいの増進を図る。

受講者数105人 A c 社団法人八戸市アールアール厚生会へ運営を委
託。生活福祉科、園芸科で、社会福祉やボラン
ティア、趣味活動に関する講義を実施した。
【受講者数】
・生活福祉科　男15人　女43人
・園　芸　科　男13人　女10人
・計　　　　  男28人　女53人

①、④、⑤

633 社会教育課 八戸市民大学講座 市民を対象に、知識を磨き、薫り高い教養を身
につける生涯学習の場を提供するとともに、社
会の要請と市民の学習要望に応えるため、様々
な分野の講師を迎えて講座を開催する。

17講義 A a 全18講座を実施
受講者数　延べ7,618人
託児室開設4回

①、②、④、⑤

634 総合教育セン
ター

映像利用学習会 視聴覚教室の手法を取り入れ、生涯学習を図る
「映像利用学習会」を開催する。様々な分野か
ら講師を招待して講演会を開催する。

【開催回数】10回 A b 【開催回数】10回 263名 ②、③、④、⑤

635 社会教育課 公民館活動教室 地域社会の要望にこたえ、教養・生活技術・趣
味等の講座を開催し、地域住民の生涯学習の一
助とするとともに、地域社会の連帯感を醸成す
る。

①講座回数　400回
②受講者数　8,000人

A a 講座回数　410回
受講者数　9,303人

①、②、④、⑤

市民連携推進課に
よる第二次評価

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
事業
番号

事業
番号

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）

☀☀
概ね取り組まれ
ている

市民連携推進課に
よる第二次評価

☀☀
概ね取り組まれ
ている
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実施
状況

達成
状況

事業実績等
男女共同参画の視点
の導入状況

636 社会教育課 女性学級 社会や家族のあり方が変化し、女性の立場や生
活も変化しつつある中で、女性が豊かな人間性
を培うとともに、自主的かつ積極的に今日的課
題に立ち向かう態度を育成することを目的とし
て開催する。

①講座回数　300回
②受講者数　5,000人

A a 講座回数　317回
受講者数　5,360人

②、④

637 社会教育課 市民学校 余暇を有意義に過ごそうとする多くの市民に対
し、教養・生活技術・趣味等の講座を提供し、
生涯学習の一助としてすぐれた知性と豊かな人
間性の高揚を図る。

①講座回数　350回
②受講者数　6,500人

A b 講座回数　359回
受講者数　6,084人

①、②、④、⑤

638 社会教育課 家庭教育学級 少子化・核家族化が進んだ現代社会の中で、子
どもが本来持っている「生きる力」を培うため
に、家族や地域は何をすべきかを考え、家庭の
教育力の充実を支援する。

①講座回数　550回
②受講者数　20,000人

A c 講座回数　513回
受講者数　15,847人

①、②、④、⑤

639 社会教育課 青年学級 市内の勤労青年に対し、進展する社会に適応で
きる人間形成がされるよう組織的な学習機会の
場を提供し、実際生活に必要な知識・技能の習
得ならびに一般教養の向上を図る。

①講座開設数　25回
②受講者数　400人

A b 講座回数　23回
受講者数　752人

①、②、④、⑤

640 社会教育課 高齢者教室 高齢者が実際生活に役立つ教養・技能等を習得
し、生きがいを持って積極的に社会参加できる
ような学習機会の場を提供する。

①講座回数　300回
②受講者数　12,000人

A c 講座回数　329回
受講者数　9,871人

①、②、④、⑤

641 社会教育課 移動公民館 時代への適応性と地域連帯感の高揚を図るとと
もに、実際生活に必要な知識・技能の習得を目
的として、公民館から遠い地区に広く学習の場
を提供し、学習機会の拡充を図る。

①講座回数　10回
②受講者数　200人

A c 講座回数　7回
受講者数　165人

①、②、④、⑤

642 社会教育課 社会教育指導員派遣
事業

社会教育指導員を派遣し、社会教育についての
直接指導、学習相談、関係団体の育成等を行
う。

①訪問指導・相談件数36件
②講演回数10回（2名）

A a 指導員2名（男女各1名）
訪問指導・相談件数62件
講演回数14回

③、⑤

643 社会教育課 市民ＩＴ講習会 市民の情報活用能力の向上を図るため、初心者
を対象とした基礎的なＩＴ講習会を地区公民館
において実施する。

①講座回数　264回
②受講者数　2,640人

A c 講座回数　274回
受講者数　2,344人

①、②、④、⑤

644 市民連携推進課 各種講座の情報提供 国・県など関係機関が主催する、男女共同参画
意識の高揚を目的とした学習機会の情報提供を
行う。

年１回以上情報提供 A a 12回（月1回ＨＰ更新）
市ホームページに国、県、国立女性教育会館か
らのイベント情報を掲載、また、情報コーナー
へチラシ設置、ポスター掲示等情報提供に努め
た。

⑤

市民連携推進課に
よる第二次評価

担当課 事業名称 事業の内容 指標(21年度の目標値等）
平成21年度実施状況及び担当課による自己評価（第一次評価）

事業
番号
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